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研究成果の概要（和文）：　「体験型海外教育実地研究」を中心とする授業研究を相互交流的に行うことを通して，日
米共通教材による国際理解教育カリキュラムを開発することを目的とした本研究の成果は，大きく次の３点である。
　第１に，日本・アメリカ文化紹介型，日米文化比較型，相互交流型，以上３つの国際理解学習の教材・カリキュラム
を開発し，ウェブサイトを通して発信することができたことである。第２に，グローバル・パートナーシップを推進し
ていくリーダーとなる教員に求められるカリキュラム開発力や実践指導力の向上を図ることができたことである。第３
に，グローバル時代の教員養成のためのプログラムの新たなモデルを開発することができたことである。

研究成果の概要（英文）： The aim of this study is to develop the international understanding education cur
riculum with the teaching materials common to both Japan and the United States by interactively implementi
ng the lesson study focusing on "the overseas teaching practicum ".
 The result obtained in this study is the following three points. First, we have developed the three types
 of teaching materials and curriculum for international understanding: that is, the type of introducing Ja
panese and American culture, that of comparing both cultures, and that of enhancing mutual interaction, an
d put them on the website to ensure a wide use and dissemination of the materials generated. Second, we ha
ve improved curriculum development capability and practical teaching competence of young teachers with fut
ure leadership who can promote global partnership in schools. Third, we have developed a new model program
 for training teacher of the global era.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
急速に社会のグローバル化，多文化化が

進展している今日，10 年後，20 年後の学校

教育を想定すると，そのような時代に求め

られる資質・能力の育成を可能にする国際

理解教育カリキュラムの開発が必要不可欠

である。それと共に，このような変化に適

切に対処することができるグローバル・パ

ートナーシップを備えた教師力の向上も急

がれる。その両面を同時に実現するための

最も有効な方法と考えられるのが，日本と

諸外国の教員が相互に連携しながら国際理

解教育カリキュラムの開発をめざした相互

交流型の授業研究を行っていくことである。 

このような課題意識から，研究代表者・

連携研究者は，これまでにアメリカ合衆国

ノースカロライナ州にあるイーストカロラ

イナ大学のスタッフの協力を得て，幼・小・

中・高等学校の教師を対象とした日本とア

メリカ合衆国の社会と文化を相互に理解し

合うためのカリキュラム開発や，広島大

学・大阪教育大学・鳴門教育大学とノース

カロライナ州の３大学との共同研究として

日米の教師によるグローバル・パートナー

シップ・スクールプロジェクトを進めてき

た。 

そして，それらの経験とネットワークを

生かして，2005（平成 17）年４月に多様な

国際交流・国際協力の活動を展開すること

を通して，日米両国の教員・学生・児童生

徒の相互理解と協力を促進することを目的

とした広島大学グローバル・パートナーシ

ップ・スクール・センターを創設する（2008

年 10月には広島大学から研究プロジェクト

センターとして正式に認められる）ととも

に，2006 年７月に日米で教員養成に実績を

もつ広島大学・大阪教育大学・鳴門教育大

学とノースカロライナ州の３大学（イース

トカロライナ大学・ノースカロライナ大学

ウィルミントン校・ウェスタンカロライナ

大学）との間でコンソーシアムを締結した。 

これらの最大のねらいは，教師および将

来教員を目指している学生・大学院生にこ

れからの時代に求められる資質や能力を身

につけた実践的指導力を備えた教員を養成

することである。本研究は，このような今

日的な教育課題に応えるために開発・試行

を行ってきたプログラム「体験型海外教育

実地研究」を活用しながら，相互交流型の

授業研究を行い，それを通して日米の共通

教材による国際理解教育カリキュラムを開

発しようとするものである。 

 

２．研究の目的 

本研究は，グローバル・パートナーシップ

を備えた日米の教員が国際理解教育をテー

マにした「体験型海外教育実地研究」を中心

とする授業研究を相互交流的に行うことを

通して，日米共通教材による国際理解教育カ

リキュラムを開発することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
上記の研究目的を実現するために，研究期

間内に，具体的には，次の３つの活動を行っ

た。 

① 国際理解教育に関心をもつ日米の教員

希望の大学院生，現職派遣の大学院生，現

職教員の希望者からなる授業研究グルー

プを組織し，広島大学グローバル・パート

ナーシップ・スクール・センターが開発し

た毎年９月に実施する「体験型海外教育実

地研究」（日本でのアメリカの小・中学生

に日米の文化の相互理解を図るための教

材研究，アメリカ合衆国の小・中学校での

授業観察および英語による授業実践，日本

での事後研究による教材の完成とレポー

ト作成）の中で，国際理解を図るための教

材の開発を行った。 

② これらの開発した教材を「体験型海外教

育実地研究」の中で実践を行い，教材の修



正・改善を図り，日米共通教材として完成

させた。 

③ これらの日米共通教材をスコープとシ

ークエンスの観点から整理して，国際理解

教育カリキュラムとして完成させた。また

その研究成果を，既に立ち上げているグロ

ーバル・パートナーシップ・スクール・プ

ロジェクト研究センターのウェブページ

に日本語・英語で掲載し，情報発信をする

とともに成果の普及を行った。 

 

４．研究成果 

「体験型海外教育実地研究」を中心とする

授業研究を相互交流的に行うことを通して，

日米共通教材による国際理解教育カリキュ

ラムを開発することを目的とした本研究の

成果は，大きく次の３点である。 

 第１に，全体で 41単元の国際理解教育教

材を開発することができたことである。それ

らを分類すると，「日本・アメリカ文化紹介

型」「日米文化比較型」「相互交流型」の大き

く３つのタイプの国際理解学習に分けられ

るが，ウェブサイトを通して発信することが

できたことである。 

第２に，「体験型海外教育実地研究」に参

加することを通して，グローバル・パートナ

ーシップを推進していくリーダーとなる教

員に求められるカリキュラム開発力や実践

指導力の向上を図ることができたことであ

る。参加者の自己変容の振り返りシートから

もそのことが読みとれる。 

第３に，５年間の試行錯誤の中で，グロー

バル時代の教員養成のためのプログラムの

新たなモデルを開発することができたこと

である。 

以上のような５年間の研究の成果として，

最終的には下記のような目次の研究成果報

告書の作成を行った。 

Ⅰ 研究の概要 

 １ 研究題目 

 ２ 研究経費 

 ３ 研究組織 

 ４ 研究の目的と方法 

 ５ 研究の特質と意義 

 ６ 研究の経過 

Ⅱ 第１年次の研究内容（2009年度） 

 １ 第３学年 総合 Let’s enjoy 

 HinaMatsuri！ 

２ 第３学年 異文化交流 三文字熟語

で表現しよう 

３ 第４学年 学級活動 Classroom 

Activity: What is your treasure ?                   

４ 第５学年 異文化理解 What are 

there events？ 

５ 第６学年 異文化理解教育 Let’s 

make onomatopoeia! 

６  第 ８ 学 年  体 育  SAMURAI 

Mind 

Ⅲ 第２年次の研究内容（2010年度） 

１ 第２学年 異文化理解 Wish on a 

ORIZURU 

２ 第３学年 図画工作科 Ukiyoe 

which connects the world 

３ 第４学年 異文化理解 Let’s enjoy 

Mihara Daruma! 

４ 第４学年 異文化交流 Let’s play 

“Hanetsuki”!! 

５ 第５学年 異文化理解  Let’s enjoy 

“MAKURANO-SOUSI” 

６  第５学年 国語科 Let’s Enjoy 

Old Japanese Tales!!  

７ 第５学年 異文化理解 A Stamp 

as a small cultural ambassador  

which connects you and me 

８  第８学年 社会科 Make the 

Crossword Puzzle 

Ⅳ 第３年次の研究内容（2011年度） 

１ 第４学年 音楽科 Listening to 

the Japanese tune, and applying the 

 title to it 



２ 第４学年 異文化交流 Let’s enjoy 

FUROSHIKI!! 

３ 第５学年 社会科 What image is 

your country? 

４ 第５学年 社会科 Globalization 

through MacDonald 

５ 第６学年 異文化理解  Let’s make 

original Karuta and play it! 

６ 第７学年 社会科 Sustainable 

Transportation Network for a 

 City(ESD) 

Ⅴ 第４年次の研究内容（2012年度） 

１ 第３学年 異文化理解 Let’s 

Enjoy UCHIWA !  

２  第４学年 社会科  Simpson’s 

family and Isono’s family  

３  第５学年 異文化理解  Let’s 

compare Japanese Heroes and 

 American Heroes 

４ 第５学年 社会科 Let’s study 

from money 

５ 第６学年 異文化理解  Write our 

first name in KATAKANA 

６ 第８学年 異文化理解 Let’s 

compare American and Japanese 

Events 

Ⅵ 第５年次の研究内容（2013年度） 

１ 幼稚園 異文化理解 A Wish in 

TANABATA 

２  第２学年 音楽科 Let’s sing 

WARABEUTA together！ 

３ 第２学年 異文化理解 Let’s make 

a decoration of the Halloween with  

origami ! 

４ 第３学年 異文化理解 Let’s play 

the Japanese MENKO game 

５ 第４学年 異文化理解  Let’s hold 

“Yuru-chara” contest in Greenville ! 

６ 第４学年 異文化理解 Names of 

Traditional Colors ～My color， Our 

colors～ 

７ 第４学年 異文化理解 Let’s 

study kanji ! 

８  第５学年 異文化理解 Let’s 

study from Japanese sweets ! 

９ 第５学年 異文化理解 Kendo 

10 第５学年 異文化理解 Original 

Box Lunch 

11  第６学年 異文化理解 Your 

familiar thing changes into  

Japanese Monster !?! 

12 第６学年 異文化理解 What is 

“MOTTAINAI” ? 

13 第８学年 異文化理解 Let’s make 

your original HANKO 

14 第８学年 異文化理解 Put your 

heart into the character ! ～SHODO 

spirits～ 

15  第８学年 異文化理解 Think 

Global， Act Local 

Ⅶ 研究成果と今後の課題 

１ ５年間の研究成果 

２ 今後の課題 
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